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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ホルボールエステルTPAやポリペプチドマイトジェンEGFなどの様々なアゴニストによって誘導される初期応答遺伝子TIS11ファミリーのメンバーです。この遺伝子は種を超えてよく保存されており、他の初期応答遺伝子に見られるモチーフを含むプロモーターを有しています。コードされているタンパク質は、システイン-ヒスチジン（Cys-His）の繰り返しモチーフを含む、特徴的な推定ジンクフィンガードメインを含んでいます。この推定核転写因子は、成長因子への応答を制御する機能を持つと考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：成長因子への応答を制御する調節タンパク質と考えられる。,類似性：2つのC3H1型ジンクフィンガーを含む。,
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	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	TISB（リン酸化Ser92）抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

